
一
方
的
に
、
�
身
体
的
・
心
理
的
な

攻
撃
を
継
続
的
に
加
え
、
�
相
手
が

深
刻
的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
や

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要
だ

【
問
】
教
育
委
員
会
は
、
専
門
家
の

意
見
を
聞
い
た
り
、
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入
や
、
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
育
指
導
】
い
じ
め
の
防
止
及
び

早
期
発
見
の
た
め
、
具
体
的
な
方
策

等
を
校
長
会
で
指
導
し
た
り
、
通
知

を
配
布
す
る
等
行
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
全
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
い
じ

め
の
実
態
把
握
と
対
応
に
努
め
て
い

る
。
今
後
は
、
各
学
校
の
効
果
的
な

実
践
例
等
を
集
約
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
次
年
度
に
は
、
学
校
と

連
携
し
て
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

い
じ
め
自
殺
を
止
め
る
た
め
の
具
体

的
な
対
策
が
必
要
だ

【
問
】
い
じ
め
自
殺
を
止
め
る
に
は
、

家
庭
や
地
域
と
の
協
力
が
必
要
だ
。

教
育
委
員
会
は
、
具
体
的
な
対
策
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
強

い
意
思
表
明
を
伺
う
。

【
教
育
次
長
】
い
じ
め
防
止
に
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の
協
働

で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
ぐ
役
割
を
全
力
で

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
、

い
じ
め
防
止
を
呼
び
か
け
た
り
、
電

話
相
談
体
制
の
充
実
や
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
の
実
施
で
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

毎
日
使
う
箸
を
持
ち
歩
く
「
マ
イ
箸

運
動
」
を
行
っ
た
ら
ど
う
か

【
問
】
区
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

等
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
つ
け
て
い

る
。
そ
の
狙
い
は
環
境
対
策
へ
の
区

民
参
加
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
全
区
民

が
参
加
可
能
な
、
箸
を
持
ち
歩
く
マ

イ
箸
運
動
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

【
環
境
】
環
境
悪
化
へ
の
対
応
は
、

区
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識
改
革
、

実
践
行
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
毎
日

使
う
箸
は
、
環
境
意
識
を
動
機
づ
け

る
の
に
最
適
で
あ
る
。「
あ
だ
ち
エ
コ

ネ
ッ
ト
事
業
」
の
一
環
と
し
て
実
施

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

お
米
が
当
た
る
抽
選
式
徴
収
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
制
導
入
の
効
果
は
ど
う
か

【
問
】
私
が
提
案
し
て
い
た
抽
選
式

徴
収
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
が
、
特
別

区
民
税
・
都
民
税
の
口
座
振
替
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
導
入
さ
れ
た
が
、

ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

【
区
民
】
途
中
経
過
で
は
、
特
別
区

民
税
・
都
民
税
の
口
座
振
替
申
込
み

数
は
、
　
件
と
前
年
の
　
倍
程
度
増

加
し
、
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
制
の
導
入
は
ど
う
な
っ
た
の
か

【
問
】
国
民
健
康
保
険
で
も
導
入
を

検
討
中
と
決
算
特
別
委
員
会
で
回
答

が
あ
っ
た
が
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
民
間
金
融
機
関
で
は
宝
く

じ
付
定
期
預
金
が
一
般
化
し
て
い
る

の
で
、
口
座
振
替
促
進
の
た
め
に
も

宝
く
じ
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【
区
民
】
国
民
健
康
保
険
料
は
、
平

成
　
年
度
に
口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
計
画
し
て
い
る
。
景
品
・
時
期

等
は
、
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
実

施
結
果
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的

な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
再
配
置
の
中
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
だ

【
問
】
国
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
た
め
の
整
備
や
、
地
域
施
設

と
し
て
の
利
用
も
、
国
庫
補
助
の
対

象
と
し
て
い
る
。
公
共
施
設
再
配
置

の
中
で
、
国
庫
補
助
等
も
有
効
に
使

い
、
既
存
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
答
申
後
の
計
画
に
、
区
内

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
織
り
込

む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
次
長
】
既
存
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
入
学
時
に
対
応
し
、
既
に
　

校
で
対
応
済
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
再
配
置
は
、

今
年
度
中
に
答
申
が
出
て
、
次
年
度

以
降
、
行
政
計
画
を
策
定
す
る
。
学

校
の
施
設
更
新
等
で
周
辺
施
設
を
複

合
化
す
る
際
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
前
提
に
計
画
し
て
い
く
。

新
設
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
事
後
的
な
検
証
も
必
要
だ

【
問
】
新
設
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
対
し
、
事
後
的
な
検
証
も
必
要
で

あ
る
。
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
多
く
の
学
校
で
施
設
更
新

が
あ
る
の
で
、
事
後
的
な
検
証
を
反

映
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
次
長
】
新
設
校
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
設
計
を

行
っ
て
い
る
。
開
校
後
は
、
学
校
等

の
報
告
に
よ
り
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
・
改
善
点
を
今
後

の
施
設
更
新
に
活
か
し
な
が
ら
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
を
徹

底
し
た
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

鈴
木
区
長
の
２
期
、
約
８
年
間
の
所

感
を
伺
う

【
問
】
区
長
は
就
任
以
来
、
数
々
の

公
約
を
掲
げ
区
政
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
思
い
や
願
い
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
き
た
の
か
所
感
を
伺
う
。

　
ま
た
、
２
期
目
の
仕
上
げ
と
言
え

る
平
成
　
年
度
予
算
の
編
成
を
行
う

に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
事
に
重
点

を
置
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
区
長
】
足
立
区
の
発
展
の
た
め
、

区
民
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ

て
区
政
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
様
々

な
事
業
・
施
策
を
実
行
し
、
明
る
く

美
し
い
足
立
の
未
来
へ
と
つ
な
が
る

確
か
な
基
盤
を
構
築
で
き
た
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
上
に
、
新
た
な
飛
躍
に
向
け
、

行
財
政
運
営
方
針
に
掲
げ
た
　
の
重

点
項
目
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
、
行

財
政
資
源
の
配
分
を
行
っ
て
い
く
。

災
害
時
の
備
え
の
充
実
を
！

【
問
】
広
域
避
難
場
所
は
、
地
域
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
整
備
す
べ
き

だ
が
、
西
新
井
地
域
等
の
空
白
地
域

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
区
は
各
種
防
災
訓
練
等
を

行
っ
て
き
た
が
、
各
職
場
・
職
員
の

役
割
と
手
順
の
行
動
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
作
成
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

　
さ
ら
に
、
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
配
慮
し
た
備
蓄
物
資
等

の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
区
も
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
確
保
や
備
蓄
物
資
の
質
的

向
上
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

【
危
機
管
理
】
現
在
、
都
は
区
内
　

カ
所
の
広
域
避
難
場
所
を
指
定
し
て

い
る
が
、
環
状
７
号
線
と
荒
川
に
挟

ま
れ
た
地
域
の
中
央
部
は
空
白
地
域

と
な
っ
て
い
る
。
西
新
井
駅
西
口
地

区
の
防
災
公
園
開
設
等
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
広
域
避
難

場
所
の
指
定
を
都
に
要
請
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
機
能
が
な
く
、
時
系
列
に
応
じ

た
的
確
な
行
動
を
取
り
難
い
。
役
割

や
手
順
等
を
明
確
に
す
る
た
め
「
職

員
防
災
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成

を
検
討
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
避
難
所
生
活
の
質
の
向

上
の
た
め
、
更
衣
ス
ペ
ー
ス
や
間
仕

切
り
等
が
必
要
で
あ
る
。
備
蓄
物
品

を
梱
包
し
て
い
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の

活
用
や
、
新
規
防
災
用
品
の
備
蓄
等

を
検
討
し
て
い
く
。

町
会
・
自
治
会
な
ど
が
行
う
地
域
活

動
へ
の
支
援
を
！

【
問
】
　
地
区
町
会
・
自
治
会
連
合

会
等
が
行
う
地
域
活
動
費
支
援
を
行

う
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
町
会
・
自
治
会
が
活
動
拠

点
と
し
て
会
館
・
集
会
所
等
の
建
設

や
土
地
の
購
入
等
を
行
う
際
の
助
成

を
拡
大
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

【
区
民
】
基
本
計
画
で
、
地
区
町
会

自
治
会
連
合
会
を
地
域
自
治
組
織
の
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